
　

手
話
言
語
条
例
（
仮
称
）
は
、

手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
さ
せ
、

使
い
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目

的
と
し
、
ま
た
国
際
文
化
観
光

都
市
と
し
て
、
お
も
て
な
し
の

心
を
大
切
に
観
光
客
対
応
も
条

文
に
規
定
す
る
こ
と
等
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
の
制
定
に
向
け
て

は
、
自
由
民
主
党
京
都
市
会
議

員
団
と
し
て
、
昨
年
12
月
16
日
、

神
奈
川
県
庁
へ
調
査
に
伺
う
な

ど
活
発
に
議
論
・
検
討
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

手
話
発
祥
の
地
、
京
都
市
と

し
て
、
２
月
市
会
で
の
成
立
を

目
指
し
、
京
都
市
聴
覚
障
害
者

協
会
の
ご
要
望
・
ご
意
見
も
踏

ま
え
、
他
会
派
と
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
協
議

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

年
々
、
保
育
現
場
は
、
保
育
者

の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

保
育
に
従
事
す
る
職
員
に

は
、
子
ど
も
の
い
の
ち
を
預
か

る
施
設
の
職
員
と
し
て
、
発
達

に
課
題
の
あ
る
子
ど
も
や
ア
レ

ル
ギ
ー
児
へ
の
対
応
、
更
に
は

保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
地
域
の
子
育
て
支
援
、

種
々
の
相
談
対
応
な
ど
、
多
く

の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

も
対
応
す
る
た
め
、
長
時
間
保

育
な
ど
に
よ
る
変
則
的
な
勤
務

シ
フ
ト
に
よ
る
負
担
も
大
き
い

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
現
場
の

努
力
の
も
と
、
何
と
か
ギ
リ
ギ

リ
で
子
育
て
を
支
え
て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
保
育
園
で
は
、
家
庭

や
地
域
に
お
い
て
、
昨
今
で
き

な
い
体
験
や
経
験
も
で
き
る
よ

う
、
工
夫
を
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
タ
イ
ト
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
研
修
を
積
み

重
ね
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

保
育
に
従
事
す
る
職
員
の
こ

う
し
た
責
任
や
負
担
に
見
合
っ

た
処
遇
の
改
善
を
し
、
発
達
の

著
し
い
１
歳
児
へ
の
支
援
等
、

負
担
を
軽
減
す

る
取
組
も
含
め
、

厳
し
い
財
政
を

や
り
繰
り
し
て

で
も
、
今
こ
そ

保
育
者
確
保
の

為
の
具
体
的
な

施
策
を
打
つ
べ

き
で
あ
り
ま
す
。

保
育
関
係
団
体
、

養
成
施
設
さ
ら

に
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
と

も
十
分
に
連
携

し
て
、
保
育
士

養
成
施
設
か
ら

の
新
卒
者
の
採
用
に
関
す
る
取

組
、
潜
在
保
育
士
の
再
就
業
支

援
、
就
業
継
続
支
援
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
保
育
人
材
の
確
保
策
を

講
じ
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

行
い
、
適
切
な
措
置
に
よ
る

更
な
る
受
入
枠
の
拡
充
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
実
現
に
は
、
更
な
る
保
育
従

事
者
の
確
保
も
必
要
で
す
。
京

都
市
は
保
育
士
養
成
施
設
も
多

く
、
そ
の
環
境
は
恵
ま
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
、

保
育
士
資
格
を
取
得
し
た
卒
業

者
の
う
ち
、
保
育
施
設
に
就
職

し
た
学
生
は
５
割
程
度
で
あ
り
、

■
提
案
説
明
要
旨

　

近
年
、
保
育
園
へ
の
入
園
希

望
者
が
増
加
す
る
中
、
京
都

市
で
は
大
幅
な
保
育
園
整
備
を

進
め
て
お
り
、
国
基
準
の
２
年

連
続
で
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達

成
し
ま
し
た
が
、
保
育
要
件
を

満
た
す
希
望
者
す
べ
て
が
入
園

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

耐
震
改
修
に
伴
う
定
員
増
や
地

域
事
情
を
踏
ま
え
た
増
設
等
を

自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
提
案  

全
会
一
致
! !

保
育
士
等
の
確
保
対
策
を
求
め
る
決
議

手話言語条例制定に向け 議員提案へ

すでに手話言語条例を施行している神奈川県への視察
（12月16日）

創造力と自立心の養育を護るために
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協会のご意見を伺うプロジェクトチームの様子
（12月24日）

【保育園（所）（認定こども園を含む。）利用児童、待機児童の推移（４月１日時点）】（単位：人）
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下
村
あ
き
ら
議
員
（
下
京
区
）

　

下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
中

央
卸
売
市
場
の
地
域
防
災
上
の
機

能
の
観
点
か
ら
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
場
内
事
業
者
、
地
域
と
の

よ
り
密
接
な
連
携
体
制
や
具
体
的

な
運
用
の
仕
組
み
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
大
規

模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
他
市

場
と
の
連
携
を
含
め
た
広
域
的
な

食
料
調
達
・
供
給
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
維
持
で
き
る
様
、
施
設
の

耐
震
性
と
と
も
に
、
非
常
電
源
施

設
や
雨
水
・
地
下
水
取
水
設
備
の

導
入
、
通
信
シ
ス
テ
ム
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
場

内
事
業
者
と
の
事
業
継
続
計
画
の

の
策
定
や
、
地
域
と
協
働
す
る
た

め
の
具
体
的
な
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
等
、
災
害
対
応
機
能
の
一

層
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
レ
ス
支
援

継
続
で
き
る
取
組

　

下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
居

住
生
活
が
軌
道
に
乗
る
よ
う
、

ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
に
寄
り
添
い
、

集
中
的
に
支
援
を
行
っ
て
い
く
よ

う
な
新
た
な
体
制
な
ど
、
地
域
社

会
の
よ
り
一
層
の
理
解
を
得
な
が

ら
居
住
生
活
を
継
続
し
て
い
く
た

め
の
取
組
み
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

藤
田
裕
之
副
市
長
（
答
弁
）
現

在
、
見
直
し
を
進
め
て
い
る
新
た

な
計
画
で
は
、「
地
域
社
会
に
お

け
る
居
住
生
活
の
安
定
に
向
け
た

支
援
」
を
柱
と
し
て
、
居
住
生
活

の
継
続
に
向
け
た
寄
り
添
い
支
援

を
集
中
的
に
行
う
支
援
者
の
配
置

や
、
居
住
生
活
の
安
定
に
資
す
る

支
援
施
設
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

鋭
意
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
が
自

立
し
、
安
定
し
た
居
住
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
取
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

空
き
家
の
活
用
へ

積
極
的
働
き
か
け

　

下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
空

き
家
活
用
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
も
、
成
功
事
例
を
し
っ
か

り
と
市
民
の
皆
様
に
発
信
す
る
な

ど
、
活
用
に
腰
の
重
い
空
き
家
所

有
者
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
た
め
に

も
、
待
ち
の
姿
勢
で
は
な
く
、
積

極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
本
市

で
は
、
空
き
家
を
ま
ち
づ
く
り
の

資
源
と
捉
え
、
活
用
促
進
を
大
き

な
柱
と
す
る
総
合
的
な
空
き
家
対

策
を
推
進
し
て
お
り
、
改
修
補
助

金
を
活
用
し
、
１
０
０
軒
を
超
え

る
空
き
家
が
様
々
な
か
た
ち
で
活

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
空
き
家
活
用
の
気
運
を

一
層
高
め
て
い
く
た
め
、
市
内
全

て
の
家
屋
の
所
有
者
に
対
し
啓

発
チ
ラ
シ
を
送
付
す
る
と
と
も

に
、
交
通
利
便
性
が
高
い
地
域
な

ど
を
重
点
地
区
に
設
定
し
た
う
え

で
、
空
き
家
所
有
者
に
、
具
体
的

な
活
用
手
法
を
ご
紹
介
す
る
な
ど
、

待
ち
の
姿
勢
で
は
な
く
、
積
極
的

に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

山
本
恵
一
議
員
（
北
区
）

　

山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）
文
化

首
都
を
目
指
す
京
都
と
し
ま
し
て

は
、
文
化
庁
等
の
京
都
移
転
は
是

非
と
も
実
現
さ
せ
た
い
長
年
の
悲

願
で
あ
り
、
地
方
創
生
を
目
指
す

多
く
の
自
治
体
に
期
待
さ
れ
る
取

組
で
す
の
で
、
他
の
自
治
体
に
も

希
望
を
与
え
る
よ
う
な
、
力
強
い

御
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
地
方

創
生
と
い
う
大
き
な
目
的
に
向

か
っ
て
国
と
地
方
が
一
緒
に
な
っ

て
知
恵
を
絞
れ
ば
、
必
ず
や
解
決

で
き
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
平

成
28
年
３
月
の
国
の
移
転
方
針
の

決
定
に
向
け
て
、
文
化
庁
の
京
都

移
転
に
係
る
賛
同
の
輪
を
一
層
広

げ
て
ま
い
る
と
と
も
に
、
国
か
ら

の
御
指
摘
に
つ
い
て
は
、
一
つ
一

つ
丁
寧
に
協
議
し
解
決
策
を
見
出

し
て
ま
い
り
ま
す
。

東
山
自
然
緑
地
の

魅
力
的
な
再
整
備

　
山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）
新
た

な
観
光
資
源
の
創
出
、
大
津
・
山

科
・
岡
崎
地
域
の
更
な
る
活
性
化

の
源
と
い
う
観
点
か
ら
、
琵
琶
湖

疏
水
通
船
復
活
事
業
を
契
機
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
市
民
や
観
光
客

に
安
心
安
全
快
適
に
御
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
東
山
自
然
緑
地
の

抜
本
的
か
つ
魅
力
的
な
再
整
備
を

行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が

で
す
か
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
琵
琶

湖
疏
水
の
通
船
が
本
格
的
に
復
活

す
れ
ば
、
更
に
多
く
の
市
民
や
観

光
客
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
時
機
を
と
ら
え
、
園
路

や
ト
イ
レ
の
改
修
、
健
康
遊
具
の

設
置
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
層
を

想
定
し
た
設
備
の
充
実
は
も
ち
ろ

ん
、
サ
ク
ラ
や
モ
ミ
ジ
な
ど
四
季

の
花
木
を
多
く
植
え
て
、
京
都
の

新
し
い
花
の
名
所
と
し
て
、
一
年

を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
や
観
光
客

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

快
適
で
魅
力
的
な
再
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

「
民
泊
」対
策
チ
ー
ム

今
後
の
方
向
性
は

　

山
本
恵
一
議

員
（
質
問
）
糟

谷
観
光
政
策
監

を
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
と
し
て

「『
民
泊
』
対

策
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
こ

の
チ
ー
ム
で
は
、

多
様
な
宿
泊
施

設
の
整
備
を
図

る
と
い
う
観
光

行
政
の
観
点

か
ら
、
実
態
調
査
、
及
び
今
後
の

具
体
策
検
討
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ
る
の

か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）「
京
都

方
式
」
と
も
い
え
る
、
新
た
な
方

策
を
見
い
出
し
、
宿
泊
環
境
の
充

実
・
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
観
光
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
や
中
小
企
業
の
振
興
、
安
定

し
た
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に
お
け

る
実
態
調
査
や
検
討
結
果
を
も
と

に
、
国
に
対
し
て
も
提
言
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
庁
等
京
都
移
転
の
実
現
を

文
化
庁
等
京
都
移
転
の
実
現
を

中
央
卸
売
市
場
を
機
能
強
化

中
央
卸
売
市
場
を
機
能
強
化

文
化
首
都
目
指
し
て

地
方
創
生
に
向
け
知
恵
絞
る

地
域
と
密
接
な
連
携
を

具
体
的
な
運
用
の
仕
組
み
強
化

開園から約40年経過する東山自然緑地

山本恵一議員の質問項目

下村あきら議員の質問項目

○	文化庁及び関係独立行政法人の京都移転を目指した
取組について
○	市バス・地下鉄事業の経営状況を踏まえた今後の展
望について
○	琵琶湖疏水通船復活事業を契機とした東山自然緑地
の再整備について
○	国際観光都市にふさわしい宿泊施設の確保について
○	「お泊りデイ」のあり方について
○	農業委員会制度及び花き振興について（要望）
○	上賀茂神社前の御薗橋の架替え工事について（要望）

○	京都の観光振興の推進について
○	京都市中央卸売市場の施設整備について
○	地域社会における今後のホームレス支援について
○	空き家の活用に向けた積極的な働きかけについて
○	伊藤若冲生誕300年について
　・琳派の盛り上がりを継続する取組の推進
　・四条通（地下街）の有効活用（要望）
○	応急手当（心肺蘇生）実施者に対する心のケアについて
○	梅小路公園の利便性の更なる向上と活性化について（要望）

空き家の活用に向けた積極的な働きかけが必要

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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■「
文
化
庁
の
京
都
移
転
を
は
じ
め
と
す
る

　
　 

政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
実
現
に
よ
る

　
　
　
　
地
方
創
生
の
一
層
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」

■
大
学
の
機
能
強
化
を
求
め
る
意
見
書

■
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
保
険
適
用
及
び

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
治
療
推
進
を
求
め
る

意
見
書

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
円
滑
な
運
営
に
係

る
財
源
確
保
等
、
自
治
体
の
負
担
軽
減
を

求
め
る
意
見
書

これからも私たち市民生活や社会にとって
　非常に重要な議論の内容を取りまとめ、しっかりと発信・主張して参ります。

　

し
か
し
、
こ
の
施
策
は
東
京
一

極
集
中
の
是
正
、
地
方
創
生
の
観

点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
日
本
の
将
来

の
た
め
に
是
非
と
も
実
現
す
べ
き

も
の
で
あ
り
、
一
層
強
力
な
推
進

が
な
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
取
組
み
の
起
爆
剤
と
し
て
、

政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
に
は

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、
一
部
報
道
等
か
ら
は
移

転
に
対
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
強
調

さ
れ
る
な
ど
、
消
極
的
な
姿
勢
も

見
受
け
ら
れ
る
。

《
主
旨
・
内
容
（
要
約
）》

　

東
京
一
極
集
中
と
社
会
の
成
熟

化
に
伴
う
人
口
急
減
・
超
高
齢
化

に
直
面
す
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、

今
、
地
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

い
か
し
て
魅
力
あ
る
社
会
を
築

き
、
そ
れ
を
国
の
発
展
に
つ
な
げ

る
「
地
方
創
生
」
が
国
を
挙
げ
て

田
中
た
か
の
り
議
員
（
右
京
区
）

　

田
中
た
か
の
り
議
員
（
質
問
）

北
部
山
間
地
域
は
、
こ
れ
ま
で
も

京
北
ト
ン
ネ
ル
や
二
ノ
瀬
ト
ン
ネ

ル
を
は
じ
め
、
上
下
水
道
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
農
林
業
の
振
興

な
ど
、
取
組
み
を
進
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
が
、
過
疎
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
北
部
山
間
地
域

の
振
興
策
を
推
進
す
る
に
当
た
っ

て
の
門
川
市
長
の
決
意
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
い
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
北
部

山
間
地
域
は
、
豊
か
な
自
然
や
伝

統
文
化
、
そ
し
て
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
す
る
く
ら
し
が
受
け

継
が
れ
て
お
り
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

地
域
で
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
将

来
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る

よ
う
取
組
み
を
加
速
さ
せ
る
た

め
、
本
年
9
月
に
は
、「
北
部
山
間

振
興
本
部
」
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

地
域
力
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が

ら
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
山
間

地
域
の
振
興
策
を
実
現
し
て
ま
い

り
ま
す
。

大
学
生
と
地
域
の

連
携
進
め
る
施
策

　

田
中
た
か
の
り
議
員
（
質
問
）

大
学
生
と
地
域
の
連
携
を
進
め
る

施
策
に
取
り
組
ん
で
頂
い
て
い
ま

す
が
、
人
口
の
10
分
の
１
に
匹
敵

す
る
大
学
生
と
地
域
と
の
連
携
は

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ど
の

よ
う
に
連
携
を
加
速
し
て
い
く
の

か
、
ご
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

塚
本
稔
副
市
長
（
答
弁
）
大
学

を
核
と
し
た
地
域
連
携
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
活
性
化
や
課

題
解
決
に
大
学
の
知
や
学
生
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
す
な
ど
、
学
生

と
地
域
と
の
連
携
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
状
、
ゼ
ミ
単
位
や
学

生
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で

の
活
動
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
地
域
連
携
活
動

を
、
今
後
、
大
学
を
挙

げ
た
取
組
に
発
展
さ
せ

て
い
く
な
ど
、
大
学
と

行
政
が
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、
福
祉
、
経
済
、

文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面

で
大
学
が
地
域
活
性
化

の
核
に
な
る
取
組
み
を

積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

「
か
せ
ぐ
」意
識
で

伝
統
技
術
活
か
す

　

田
中
た
か
の
り
議
員
（
質
問
）

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
立
ち

向
か
う
た
め
、
好
循
環
社
会
の
構

築
、
そ
の
た
め
に
は
、「
か
せ
ぐ
」

（
今
あ
る
資
産
を
有
効
に
使
う
）

と
い
う
意
識
で
伝
統
技
術
等
を
活

か
し
た
成
長
分
野
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
京
都

な
ら
で
は
の
資
源
を
活
用
し
た
経

済
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
伝
統
産

業
か
ら
先
端
産
業
ま
で
幅
広
い
分

野
で
活
躍
す
る
企
業
と
世
界
最
先

端
の
研
究
を
行
う
大
学
、
そ
し
て

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
将
来
に

向
け
成
長
が
大
き
く
期
待
で
き
る

「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、「
健
康
・

医
療
」、
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
な
ど
の

「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
重
点
産
業
と

し
て
集
中
的
に
支
援
を
行
い
、
世

界
で
活
躍
す
る
中
小
企
業
を
創
出

す
る
こ
と
に
よ
り
、
京
都
経
済
全

体
の
底
上
げ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

北
部
山
間
地
域
の
振
興
推
進

北
部
山
間
地
域
の
振
興
推
進

進
む
過
疎
化
へ
歯
止
め

将
来
も
住
み
続
け
ら
れ
る
取
組
を

11
月
市
会
（
11
月
27
日
〜
12
月
10
日
）

代
表
質
問

素晴らしい自然と風景、数々の歴史・文化が残る北部山間地域

田中たかのり議員の質問項目
○	人口減少社会への対応策について
○	大学生と地域の連携推進について
○	省エネ・創エネへの更なる取組について
○	定時制単独高校の具体化について
○	北部山間部地域の魅力継承の取組について
○	西京極総合運動公園の更なる魅力づくりの
必要性について

そ
の
他
、自
民
会
派
も
共
同
提
案
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
意
見
書

11月市会で採択された意見書

（
表
面
）

（
裏
面
）

マイナンバー制度個人番号カードイメージ

　

自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
で
は
、
文
化
庁
等
の
京
都
移
転
に
つ
い
て
、
取
り
組
む
べ
き

最
優
先
事
項
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
、
諸
会
派
の
賛
同
を
得
て
意
見
書
（
衆
参
両
議
長
や
内

閣
総
理
大
臣
他
の
関
係
省
庁
大
臣
や
長
官
に
対
し
、
京
都
市
会
か
ら
提
出
）
と
し
て
提
案
・
採

択
さ
れ
ま
し
た
。（
共
産
党
は
反
対
）

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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一億総活躍社会の実現に向けて緊急に実施すべき対策

中
村
三
之
助

（
上
京
区
）

　

赤
子
の
一
啼
一
咲
は
皆
天
籟

な
り
、
老
人
の
一
話
一
言
は
皆

活
史
な
り
。
私
の
好
き
な
佐
藤

一
斎
の
言
葉
。
人
に
は
そ
れ
ぞ

れ
役
割
が
あ
り
、
そ
の
力
を
発

揮
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
政

治
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
や
ご
高
齢
の
皆

様
を
は
じ
め
全
て
の
皆
様
が
笑

顔
で
暮
ら
せ
る
街
に
向
け
て
子

育
て
環
境
改
善
や
健
康
寿
命
延

伸
な
ど
私
が
昨
年
の
選
挙
で
皆

様
に
お
約
束
し
た
事
を
着
実
に

実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

寺
田
か
ず
ひ
ろ

（
上
京
区
）

津
田
　
大
三

（
中
京
区
）

　

本
市
に
お
い
て
も
最
重
要
課

題
は
、
や
は
り
「
人
口
減
少
社

会
の
克
服
」
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
10
年
間
に
結
果
を
出
さ
な
け

れ
ば
将
来
に
希
望
は
持
て
な
い

で
し
ょ
う
。
結
婚
・
出
産
・
育

児
の
好
環
境
政
策
が
肝
要
で
す
。

　

全
て
の
市
民
の
方
々
が
い
き

い
き
と
暮
せ
る
社
会
や
、
仕
事

が
あ
り
安
心
し
て
結
婚
・
子
育

て
が
で
き
る
施
策
の
充
実
な
ど

市
民
一
人
一
人
が
輝
い
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
の
施

策
が
重
要
で
す
。

　

京
都
の
歴
史
と
文
化
を
ふ
ま

え
た
好
循
環
型
社
会
の
構
築
が

必
要
。
そ
の
た
め
に
、
住
民

（
ひ
と
）
と
の
つ
な
が
り
、
地

域
（
ま
ち
）
の
つ
な
が
り
と
大

切
に
で
き
る
心
の
余
裕
が
も
て

る
人
材
の
育
成
。

田
中
た
か
の
り

（
右
京
区
）

井
上
与
一
郎

（
右
京
区
）

し
ま
も
と
京
司

（
南
　
区
）

　

高
齢
者
は
引
退
者
で
は
な

い
！
60
代
70
代
も
ま
だ
ま
だ
若

者
。
心
・
身
・
技
能
を
更
に
高

め
て
生
産
年
齢
人
口
と
な
り
、

新
た
な
社
会
を
支
え
る
中
心
層

に
︱
と
い
う
自
身
の
研
鑽
セ
ン

タ
ー
運
営
経
験
を
行
政
に
！

　

こ
れ
ま
で
お
声
の
届
き
に
く

か
っ
た
事
柄
も
し
っ
か
り
と
掴

み
取
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
考
え

方
を
本
市
に
も
あ
て
は
め
、
光

な
き
所
へ
光
を
当
て
る
こ
と
で

実
現
さ
せ
ま
す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
２
ス
テ
ー

ジ
の
成
長
と
分
配
の
好
循
環
で

中
小
企
業
を
元
気
に
し
、
非
正

規
労
働
者
の
正
規
化
や
子
育
て

支
援
、
介
護
と
仕
事
の
両
立
等

に
よ
り
50
年
後
も
人
口
が
維
持

で
き
る
京
都
を
創
る
事
。

富
　
き
く
お

（
山
科
区
）

加
藤
　
昌
洋

（
中
京
区
）

平
山
た
か
お

（
東
山
区
）

　

市
民
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
活
躍
す
る
社
会
の
実
現
に
は
、

福
祉
と
教
育
が
重
要
と
考
え
ま

す
。
所
属
す
る
教
育
福
祉
委
員

会
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

の
方
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す

京
都
を
目
指
し
ま
す
。

　

伝
統
産
業
や
文
化
財
等
専
門

性
が
高
い
分
野
で
経
験
、見
識
の

高
い
高
齢
者
を
観
光
業
界
で
積

極
的
に
活
躍
し
て
も
ら
う
環
境

を
整
え
た
り
、子
育
て
が
終
わ
っ

た
女
性
が
社
会
に
出
て
い
け
る

体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
。

　

こ
れ
ま
で
の
仕
組
み
を
検
証

し
、
新
た
な
「
活
躍
」
に
つ
な

が
る
仕
組
み
を
市
民
の
皆
様
、

行
政
な
ど
関
係
機
関
で
構
築
し
、

一
過
性
に
な
ら
な
い
よ
う
継
続

発
展
す
る
京
都
市
の
為
、
微
力

で
す
が
尽
力
し
ま
す
。

西
村
　
義
直

（
西
京
区
）

森
田
　
　
守

（
右
京
区
）

田
中
　
明
秀

（
西
京
区
）

　

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
京
都

の
魅
力
を
活
か
し
、
他
都
市
に

は
ま
ね
で
き
な
い
京
都
版
地
方

創
生
「
京
都
創
生
」
を
推
進
す

る
こ
と
で
少
子
高
齢
化
を
打
破

し
、
一
億
総
活
躍
社
会
を
実
現

し
ま
す
。

　
「
ひ
と
り
は
み
ん
な
の
為
に
、

み
ん
な
は
ひ
と
り
の
為
に
」
共

に
支
え
合
う
社
会
の
推
進
に
よ

り
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
持

て
る
能
力
の
発
揮
を
促
す
施
策

の
展
開
で
１
４
７
万
総
活
躍
京

都
の
実
現
を
！

　
「
希
望
出
生
率
１
・
８
」
の
実

現
に
向
け
、
第
二
の
矢
「
夢
を

つ
ぐ
む
子
育
て
支
援
」
を
推
進

し
、「
京
都
で
育
っ
て
よ
か
っ

た
」「
京
都
で
子
育
て
を
し
た

い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に

真
摯
に
取
り
組
み
ま
す
。

繁
　
　
隆
夫

（
伏
見
区
）

橋
村
　
芳
和

（
伏
見
区
）

み
ち
は
た
弘
之

（
伏
見
区
）

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
に
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者
も

含
め
た
誰
も
が
、
家
庭
で
、
職

場
で
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
社

会
づ
く
り
の
実
現
。

小
林
　
正
明

（
北
　
区
）

山
本
　
恵
一

（
北
　
区
）

　

千
年
の
都
――

京
都
。
宮
延

に
つ
な
が
る
数
多
く
の
文
化
。

茶
道
、
華
道
、
和
菓
子
、
各
種
工

芸
職
人
。
学
者
、
文
化
人
を
中

心
に
他
都
市
の
追
随
を
許
さ
な

い
都
市
格
を
更
に
活
か
し
若
人
、

女
性
の
感
性
を
活
用
す
る
事
。

　

女
性
の
さ
ら
な
る
活
躍
と
、

男
女
が
協
力
し
て
仕
事
と
家
庭

生
活
、
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献

を
調
和
さ
せ
る
事
に
よ
り
、
み

ん
な
で
仲
良
く
働
き
喜
べ
る
社

会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
、
政

策
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　
我
が
国
の
構
造
的

な
問
題
で
あ
る
少
子

高
齢
化
に
真
正
面
か

ら
挑
み
、「
強
い
経

済
」「
夢
を
つ
む

ぐ
子
育
て
支
援
」

「
安
心
に
つ
な
が

る
社
会
保
障
」
の

「
新
・
三
本
の
矢
」
を

京
都
で
実
現
す
る
た

め
に
！！

　

一
億
総
活
躍
社
会
は
、「
成

長
と
分
配
の
好
循
環
を
生
み
出

し
て
い
く
新
た
な
経
済
社
会
の

シ
ス
テ
ム
の
提
案
」。
国
の
政
策

を
取
入
れ
、
安
定
し
た
財
政
の

構
築
と
介
護
及
び
子
育
て
環
境

等
の
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

京
都
市
の
過
去
か
ら
の
先
進

的
な
施
策
は
、
若
者
に
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
る
年
長
者
の
大
き
な

度
量
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
多
世
代
協
調
に
よ
る

『
住
み
た
い
ま
ち
』『
働
け
る
ま

ち
』
を
全
力
で
目
指
し
ま
す
。

下
村
あ
き
ら

（
下
京
区
）

𠮷
井
あ
き
ら

（
山
科
区
）

椋
田
　
隆
知

（
南
　
区
）

　

女
性
が
活
躍
で
き
る
あ
ら
ゆ

る
環
境
整
備
や
高
齢
者
、若
者
の

雇
用
の
創
出
拡
大
が
早
急
の
課

題
で
す
。ま
ず
地
域
の
企
業
の
皆

さ
ん
、ま
た
我
々
自
身
が
出
来
る

こ
と
か
ら
一
歩
踏
み
出
せ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「希望出生率1.8の実現」「介護離職ゼロ」という二つの目的達成に直結する政策に重点的に取り組みます。
－成長と分配の好循環の形成に向けて－

一億総活躍社会の実現に向けて緊急に実施すべき対策

またきち マタリーヌ

平成28年1月17日（４）自由民主党京都市会議員団ニュース第51号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。


